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遊ルート
Traveling historic town in central Japan 

周

技と営み
Traditional skills and 
practices
町⼈の上品上質の活動
「⾼⼭祭」、⾵情ある町並
みで場所を変えながら開
催される「郡上踊」、
1300年の歴史を誇る「美
濃和紙」⽣産。⼈々の技
と営みが受け継がれる、
⾶騨から美濃の三都に出
かけてみませんか。

日本を再発見
Rediscover Japan
⽇本開国の舞台となった
「下⽥港」、鎌倉幕府樹
⽴への第⼀歩となった
「三嶋⼤社」、幕末⽇本
の海防政策によって築造
された「韮⼭反射炉」。
歴史の転換点、新時代を
開いたまちを散策してみ
ませんか。

「本物」に出会う
Meet the genuine
現存する最古の天守様式をもつ「国宝⽝⼭城」、総延⻑
1.7キロの壮⼤な⽯垣が今なお残る「岩村城跡」と城下
の町並み、数少ない現存城郭御殿を有する「掛川城」。
本物ならではの迫⼒を体感してみませんか。

天下人
Person who holds the reins of government
天下統⼀を夢⾒た織⽥信⻑、豪壮華麗な桃⼭⽂化を
開花させた豊⾂秀吉、250年続く天下泰平の世を築
いた徳川家康。三⼈の天下⼈の躍動の舞台となっ
たまちを歩いてみませんか。

タイムスリップ
Time travel experience 
to Japan in antiquity
東海道の宿場町として栄
えた「関宿」、歴史が今も
息づく「忍者のふるさと
伊賀」、斎王の祈りの場
「斎宮」。三重が誇る歴
史空間にタイムスリップ
してみませんか。

「歴まち周遊book」は中部地⽅が誇る16の歴まち認定都市をそれぞれ５つのルートで周遊し、
その地域のストーリーとともに各都市の魅⼒を知っていただけるようまとめたガイドブックです。
⽇本の歴史に対して興味があるすべての⼈に楽しく読んでいただき、実際に訪れてみたくなる
ような内容を⽬指しました。ひとつでも多くの都市を訪れ、それぞれの歴史・伝統・⽂化を⾒
て、触れて、感じた新たな発⾒を旅の思い出としてください。
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技
と
営
み⾼

Ta
ka
ya
m
a

⼭

⼀位⼀⼑彫などの実演・体験

国の伝統⼯芸にも選ばれている
イチイ彫刻の技を体験してみよう！

▶有料
▶予約制
▶不定期・通年

古
く
か
ら
の
⾶
騨
の
中
⼼
地

で
、
江
⼾
時
代
中
期
以
降
は

幕
府
直
轄
地
と
な
り
、
近
世

か
ら
様
々
な
商
い
で
繁
栄
し

ま
し
た
。
狭
い
通
り
を
挟
ん

で
、
軒
の
低
い
洗
練
さ
れ
た

意
匠
の
町
家
が
連
な
り
ま
す
。

町
家
は
、
⾼
さ
は
低
く
、
屋

根
は
緩
や
か
で
軒
先
を
⼤
き

く
出
し
、
胡
粉
塗
の
腕
⽊
や

通
り
⼟
間
上
部
の
梁
組
み
は

⾒
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。

旅
情
ゆ
た
か
な
商
家
町江

⼾
時
代
に
⾶
騨
が
幕
府
直

轄
領
と
な
っ
て
か
ら
、
代
官

や
郡
代
が
執
務
し
た
役
所
で
、

全
国
で
唯
⼀
現
存
す
る
も
の

で
す
。
陣
屋
前
で
は
、
朝
市

も
開
か
れ
、
毎
⽇
多
く
の
店

が
並
び
賑
わ
い
ま
す
。

⾼
⼭
陣
屋

⽇
下
部
家
住
宅

造
り
酒
屋
や
⽣
⽷
な
ど
⼿
広

く
事
業
を
⾏
い
、
財
を
成
し

て
い
た
商
家
の
豪
華
な
建
物

が
、
現
在
も
市
内
に
多
く
残

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
商
家
の

中
で
も
圧
巻
の
ス
ケ
ー
ル
を

誇
る
の
が
吉
島
家
住
宅
で
す
。

造
り
酒
屋
の
⾯
影
を
残
し
つ

つ
も
す
み
ず
み
ま
で
神
経
の

ゆ
き
届
い
た
繊
細
な
造
り
は

美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

む
き
出
し
に
組
ま
れ
た
梁
と

束
の
隙
間
か
ら
差
し
込
む
明

か
り
は
光
と
影
の
造
形
美
を

⽣
み
出
し
て
い
ま
す
。

吉
島
家
住
宅

隣
り
合
う
吉
島
家
住
宅
と
は

反
対
に
重
厚
な
構
造
を
持
つ

の
が
⽇
下
部
家
住
宅
で
す
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
⼒
感
の
強

い
豪
壮
な
梁
組
み
と
広
い
⼟

間
が
表
す
空
間
美
は
、
江
⼾

時
代
そ
の
ま
ま
の
技
法
を
最

⼤
に
⽣
か
し
た
⺠
家
建
築
の

集
⼤
成
と
も
⾔
え
る
建
築
物

で
す
。

⾶騨⾼⼭まちの体験交流館
TEL：0577 ‒70 -8290

TRY!!
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⼤
正
８
年
の
⼤
⽕
か
ら
復
興

し
た
町
並
み
で
、
城
下
町
の

町
割
り
そ
の
ま
ま
に
統
⼀
様

式
を
持
つ
町
家
が
密
度
⾼
く

建
ち
並
び
、
南
北
に
流
れ
る

⽤
⽔
路
や
軒
下
の
防
⽕
バ
ケ

ツ
な
ど
が
特
徴
的
で
、
⼀
帯

は
「
郡
上
⼋
幡
北
町
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」

と
し
て
、
建
物
の
保
存
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

城下町の成り⽴ちと古い町並みの歴史を学んでから、
⽔とおどりの城下町散策に出掛けよう！

▶無料（１Ｆ展⽰室）
▶オムツ交換・授乳室完備
▶開館時間:  9:00~17:00

郡上⼋幡まちなみ交流館
TEL：0575‒65 -5188

TRY!!

郡
上
⼋
幡
は
、江
⼾
時
代
に

形
成
さ
れ
た
城
下
町
の
町
割

り
や
⽤
⽔
路
、
明
治
か
ら
昭

和
初
期
に
建
築
さ
れ
た
千
軒

超
の
町
家
群
、
湧
⽔
を
活
か

し
た
共
同
の
洗
い
場
な
ど
⽔

関
連
施
設
が
多
く
残
り
、
清

流
⻑
良
川
の
⽀
流
、
吉
⽥
川

と
⼩
駄
良
川
の
周
囲
に
形
成

さ
れ
た
市
街
地
で
は
、
国
指

定
の
「
郡
上
踊
」
、県
指
定
の

「
⼤
神
楽
（
⽇
吉
、岸
剣
、⼋

幡
の
各
神
社
）
」な
ど
の
伝
統

芸
能
、
郡
上
本
染
な
ど
の
伝

統
⼯
芸
が
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、県
指
定
史
跡
「
⼋
幡

城
跡
」に
は
昭
和
８
年
に
模

擬
天
守
が
建
ち
、
四
季
折
々

の
景
⾊
を
楽
し
み
に
訪
れ
る

⼈
々
で
賑
わ
い
ま
す
。

⽔
と
お
ど
り
の
城
下
町

い
が
わ
こ
み
ち

名
⽔
百
選
「
宗
祇
⽔
」

古
い
町
並
み

南
町
を
流
れ
る
島
⾕
⽤
⽔
の

⼀
⾓
に
は
共
同
の
洗
い
場
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
近
年
は

近
隣
住
⺠
の
活
動
に
よ
り
鯉

や
ア
マ
ゴ
な
ど
が
泳
ぐ
⼩
径

と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
指
定
史
跡
の
湧
⽔
で
、
古

く
か
ら
⽣
活
の
⽔
と
し
て
利

⽤
さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
⽇
本

名
⽔
百
選
」
の
ひ
と
つ
に
数

え
ら
れ
、
⽔
の
ま
ち
郡
上
⼋

幡
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。

郡
G
uj
o 上

技
と
営
み
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うだつの上がる
町並み

紙漉き体験

1,300年の歴史を感じながら美濃和紙職⼈になってみよう！

▶有料（体験料）
▶開館時間：9:00~16:00
▶休館⽇：⽕・祝・年末年始

美濃和紙の⾥会館
TEL：0575 ‒34 -8111

TRY!!

川
湊
灯
台

相
⽣
町
に
は
う
だ
つ
の
上
が
る

町
並
み
の
中
で
最
も
優
美
な
う

だ
つ
を
構
え
、
江
⼾
時
代
よ
り

造
酒
業
を
営
ん
で
き
た
旧
家

「
⼩
坂
家
住
宅
」が
あ
り
ま
す
。

構
造
⼿
法
な
ど
か
ら
築
⼆
百
余

年
と
推
定
さ
れ
、
貴
重
な
美
濃

市
の
町
並
み
の
代
表
的
な
建
物

と
し
て
国
の
重
要
⽂
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

市内を流れる⻑良川など
清流に育まれた「美濃和
紙」は、1,300年の歴史を
誇り、伝統的な技法を今
も伝えています。

江⼾時代のはじめに城下
町としてかたちづくられ
たまちは、この美濃和紙
を取り扱う商⼈のまちと
して発展をとげました。

今でも美濃市の中⼼とし
てにぎわう地であるとと
もに、築⼆百年を超える
ものをはじめとして伝統
的な家屋が建ち並び、

「うだつの上がる町並
み」として当時の繁栄を
今に伝えています。

江
⼾
時
代
に
物
資
運
送
の
⽞
関

⼝
と
し
て
築
か
れ
た
上
有
知
湊
。

江
⼾
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で

こ
の
地
⽅
の
物
流
と
交
通
の
中

⼼
と
し
て
栄
え
た
場
所
を
今
も

な
お
照
ら
し
続
け
て
い
ま
す
。

⼩
坂
家
住
宅

ま
す
。
⾏
三
⽒
は
⽣
前
「
本

物
の
美
濃
紙
は
本
物
の
建
物

で
漉
い
て
こ
そ
」
と
い
う
考

え
の
も
と
、
⻑
い
歴
史
を
有

す
る
⾃
宅
建
物
の
維
持
に
並

々
な
ら
ぬ
精
⼒
を
注
い
で
き

ま
し
た
。

旧
古
⽥
⾏
三
邸

美
濃
和
紙
の
⼿
す
き
職
⼈
で
あ

っ
た
故
古
⽥
⾏
三
⽒
の
住
居
兼

作
業
場
で
、
当
時
の
紙
す
き
の

家
の
形
式
を
⾊
濃
く
残
し
て
い

M
in
o

美
濃

技
と
営
み
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TRY!!

岐
G
ifu ⾩

天
下
⼈
ゆ
か
り
の

岐
⾩
を
天
下
統
⼀
の
⾜
掛
か

り
と
し
、
⾦
華
⼭
の
⼭
頂
に

城
、⼭
麓
に
居
館
、⼭
の
⻄
側

に
城
下
町
を
築
い
た
織
⽥
信

⻑
公
は
、
城
か
ら
の
眺
め
や

⻑
良
川
の
鵜
飼
観
覧
な
ど
、

冷
徹
な
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
よ

う
な
お
も
て
な
し
で
、国
内
外

の
賓
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
町

の
構
造
は
現
代
に
継
承
さ
れ
、

「
信
⻑
公
の
お
も
て
な
し
の
⼼
」

も
ま
た
、
町
並
み
の
中
に
息
づ

い
て
い
ま
す
。

信
⻑
公
の
お
も
て
な
し
が
息
づ
く
ま
ち

岐
⾩
城
か
ら
の
眺
め

岐
⾩
⼤
仏

川
湊
の
⾵
情

川
原
町
は
、
⻑
良
川
の
⽔
運

に
よ
り
運
ば
れ
た
和
紙
や
材

岐
⾩
⼤
仏
は
、
⽇
本
三
⼤
仏

の
⼀
つ
に
数
え
ら
れ
ま
す
が
、

和
紙
・
⽵
な
ど
に
よ
り
造
ら

れ
た
⼤
仏
と
し
て
は
⽇
本
⼀

の
⼤
き
さ
で
す
。
静
か
な
⼤

仏
殿
の
中
で
、
柔
ら
か
な
微

笑
を
た
た
え
る
本
尊
は
必
⾒

で
す
。

尾
張
平
野
を
⼀
望
で
き
る
⼤

パ
ノ
ラ
マ
は
、信
⻑
公
が
、宣

教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
な

ど
の
賓
客
に
⾒
せ
た
景
⾊
で

す
。信
⻑
公
は
、フ
ロ
イ
ス
と

の
別
れ
際
に
こ
う
声
を
か
け

た
そ
う
で
す
。

ぎふ⻑良川鵜飼

漆⿊の闇で⾏われる光・熱・⾳・⽔・⾵
の⼀⼤ページェントを堪能しよう！

▶期間:   5⽉11⽇~10⽉15⽇
▶有料
▶予約制 岐⾩市鵜飼観覧船事務所

TEL：058 ‒262 -0104

⽊
な
ど
を
、
⽇
本
各
地
に
卸

し
た
商
家
の
町
家
建
築
が
軒

を
連
ね
、
か
つ
て
の
川
湊
の

⾵
情
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
伝
統
⼯
芸
品
「
岐
⾩

う
ち
わ
」「
岐
⾩
和
傘
」を
製

造
・
販
売
す
る
お
店
も
あ
り

ま
す
。

「
美
濃
へ
は
何
度
で
も
訪
れ
よ
」 提供/⻑良川おんぱく
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天
王
信
仰
の
総
本
社
で
あ
る

津
島
神
社
は
、
織
⽥
信
⻑
や

豊
⾂
秀
吉
な
ど
か
ら
深
く
信

仰
さ
れ
、
多
⼤
な
寄
進
を
受

け
ま
し
た
。
織
⽥
家
は
津
島

神
社
の
神
紋
と
同
じ
紋
を
家

紋
に
し
、
信
⻑
は
津
島
神
社

を
⾃
ら
の
産
⼟
神
に
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

抹茶点て体験

⼤正時代に建築された⼟蔵棟で
⾃分で点てたお抹茶で⼀服しよう！

▶有料
▶３⽇前までに要予約
▶⽉曜（祝⽇の場合は翌

平⽇）、年末年始は定休

津島市観光交流センター
TEL：0567 ‒25-2701

TRY!!

か
つ
て
、
津
島
神
社
の
⾨
前

町
と
し
て
、
尾
張
と
伊
勢
を

結
ぶ
交
通
の
要
衝
の
湊
町
と

し
て
繁
栄
し
て
い
た
津
島
は
、

織
⽥
家
の
経
済
基
盤
で
し
た
。

六
百
年
近
く
続
く
「
尾
張
津
島

天
王
祭
」は
津
島
神
社
の
祭
礼

で
、当
時
の
天
王
橋
か
ら
織
⽥

信
⻑
が
観
覧
し
た
と
記
録
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

織
⽥
信
⻑
が
本
能
寺
の
変
で

死
去
し
た
際
は
、
飾
り
物
を

な
く
し
た
素
⾞
で
弔
意
を
⽰

し
た
と
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
、

津
島
は
信
⻑
と
関
係
が
深
か

っ
た
と
い
え
ま
す
。

信
⻑
を
も
魅
了
し
た
尾
張
津

島
天
王
祭
は
、
市
⺠
や
多
く

の
⽅
た
ち
の
⼿
に
よ
っ
て
⼤

切
に
守
り
続
け
ら
れ
て
お
り
、

毎
年
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ

い
ま
す
。

信
⻑
を
⽀
え
た
ま
ち
尾
張
津
島

本
町
筋
の
町
並
み

天
王
川
公
園
の
藤

信
⻑
の
産
⼟
神

旧
街
道
の
⼀
部
で
、
昔
な
が

ら
の
町
家
や
古
井
⼾
が
残
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
道
沿
い
に

津
島
の
旧
市
街
地
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
ノ
ス
タ
ル
ジ

ッ
ク
な
雰
囲
気
の
あ
る
道
に

思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
。

か
つ
て
津
島
市
は
藤
浪
の
⾥

と
⾔
わ
れ
た
ほ
ど
の
藤
の
名

所
で
、
毎
年
４
⽉
下
旬
か
ら

５
⽉
上
旬
に
か
け
て
天
王
川

公
園
に
藤
の
花
が
咲
き
誇
り

ま
す
。
藤
棚
の
下
で
は
野
点

が
⾏
わ
れ
、
情
緒
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

津
Ts
us
hi
m
a

島
天
下
⼈
ゆ
か
り
の

7



城下に広がる
歴史あり

有松絞りまつり

有松絞りの魅⼒を堪能できるまつりで絞り染め体験をしよう！

▶絞り染め体験は有料
▶毎年6⽉第1 ⼟曜・⽇曜

TRY!!

有
松
の
町
並
み

東
海
道
の
鳴
海
宿
と
池
鯉
鮒
宿

の
間
に
開
か
れ
た
村
で
、
東
海

道
を
往
来
す
る
旅
⼈
の
⼟
産
物

と
し
て
絞
り
染
め
が
考
案
さ
れ
、

尾張地⽅は、名古屋城築
城までは清須が中⼼でし
た。しかし、家康は尾張
徳川家の拠点として名古
屋の地を選び、築城にあ
わせて清須からまちぐる
みの引越し「清須越」を
⾏います。家康は⾃⾝の
強い意志の下に、名古屋
城と碁盤割の城下町をつ
くりました。それが現在
のまちづくりの原形とな
っています。
名古屋城天守や本丸御殿
をはじめ、堀川沿いに城
下町の名残を残す四間道
の町並みや、絞りで発展
した有松の町並みなど、
往時の繁栄した様⼦を今
に伝えます。

四
間
道
の
町
並
み

名
古
屋
城
築
城
と
ほ
ぼ
同
時
期

に
開
削
さ
れ
た
堀
川
の
⽔
運
を

利
⽤
す
る
商
⼈
の
活
動
と
と
も

に
発
展
し
た
ま
ち
で
す
。
⼤
⽕

の
あ
と
延
焼
を
防
ぐ
た
め
道
路

を
4
間
に
拡
張
し
た
と
い
う
の

が
名
前
の
由
来
と
⾔
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
も
⽩
壁
の
⼟
蔵
や

伝
統
的
な
建
物
が
残
る
古
い
町

並
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
を
終
え
、
世
の
中
が

安
定
し
た
江
⼾
中
期
、
名
古
屋

の
城
下
は
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
、

祭
り
や
技
芸
、
⾷
⽂
化
が
発
達

し
ま
し
た
。
そ
れ
を
今
に
再
現

す
る
⾦
シ
ャ
チ
横
丁
で
⾷
べ
歩

け
ば
、
独
特
の
⽂
化
を
展
開
し

て
き
た
尾
張
名
古
屋
の
う
ま
い

も
の
を
体
感
で
き
ま
す
。

⾦
シ
ャ
チ
横
丁

提供/ 名古屋城総合事務所

以
降
、
有
松
絞
り
と
と
も
に
有

松
の
ま
ち
は
発
展
し
ま
し
た
。

今
な
お
絞
商
の
豪
壮
な
主
屋
が

建
ち
並
び
往
時
の
様
⼦
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。

名古屋
Nagoya

天下⼈ゆかりの
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徳
川
家
康
公
が
⽣
ま
れ
た

岡
崎
市
に
は
、
徳
川
家
の
先

祖
で
あ
る
松
平
⽒
や
家
康
公

が
建
て
た
寺
社
が
数
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
。
家
康
公
が

神
と
し
て
奉
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
岡
崎
の
地
は
聖
地
と

な
り
、
関
係
寺
社
は
華
麗
な

装
い
を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
康
公
の
偉
業
を
讃

え
る
活
動
や
伝
統
⾏
事
は
古

く
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
お
り
、「
家
康
公
の
ふ
る
さ

と
岡
崎
」の
⾵
格
あ
る
町
並

み
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

神
君
⽣
誕
の
地
「
岡
崎
」

⼤樹寺から岡崎城を望む歴史的眺望（ビスタライン）

まるで額の中の絵？３代将軍家光が
設えた岡崎城への眺望を眺めよう！

▶無料
▶⼀年中

伊
賀
⼋
幡
宮

⼋
丁
味
噌
蔵

⿊
塗
り
の
板
張
り
壁
⾯
と
漆
喰

塗
の
⽩
い
⼟
壁
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
特
徴
の
「
⼋
丁
蔵
通
り
」
。

岡
崎
城
か
ら
⼋
丁
（
約
⼋
七
〇

ｍ
）
離
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
そ

の
名
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ほ
の
か
に
漂
う
家
康
公

も
愛
し
た
郷
⼟
の
味
で
あ
る
味

噌
の
⾹
り
に
、
今
も
続
く
伝
統

的
な
地
場
産
業
の
⾵
情
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⼤
樹
寺

岡崎市まちづくりデザイン課
TEL：0564 ‒23 -6522

⽂
明
７
年
、松
平
４
代
親
忠
に

よ
っ
て
創
建
さ
れ
、以
後
徳
川

家
と
そ
の
先
祖
松
平
家
の
菩

提
寺
と
な
り
、位
牌
が
安
置
さ

れ
て
い
る
お
寺
で
す
。か
つ
て
、

桶
狭
間
の
戦
い
か
ら
逃
れ
た

家
康
公
が
、
⾃
害
を
試
み
た

際
に
、
住
職
か
ら
「
太
平
の

世
を
⽬
指
す
」
の
教
え
を
受

け
、
思
い
と
ど
ま
り
、
天
下

統
⼀
を
誓
っ
た
と
い
う
歴
史

的
に
⼤
き
な
役
割
を
果
た
し

た
お
寺
で
す
。

家
康
公
が
⼤
き
な
合
戦
の
前

に
は
必
ず
参
詣
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
神
社
で
す
。
岡
崎

の
春
の
⾵
物
詩
「
家
康
⾏
列
」

の
出
発
地
で
、
家
康
公
の
戦

勝
祈
願
に
習
っ
て
出
陣
式
が

⾏
わ
れ
ま
す
。

O
ka
za
ki岡

崎
天
下
⼈
ゆ
か
り
の
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で
す
。
⾞
⼭
⾏
事
は
町
⺠
の

⼿
に
よ
っ
て
歴
史
と
伝
統
を

反
映
さ
せ
な
が
ら
、
三
七
〇

余
年
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い

ま
す
。

「
本
物
」に
出
会
う

⽝
In
uy
am

a

⼭
本
物
を
求
め
て
⽝
⼭
へ

⽊曽川うかい

鵜匠の巧みな⼿綱さばきと
ウミウの愛らしい姿は⼀⾒の価値あり！

▶有料
▶予約制
▶期間:   6⽉1⽇~10⽉15⽇

⽊曽川観光株式会社
TEL：0568-61-2727

か
ら
く
り
⼈
形

城
下
に
て
毎
年
春
に
⾏
わ
れ

る
の
が
針
綱
神
社
の
祭
礼
、

⽝
⼭
祭
で
す
。
仕
掛
け
⾒
事

な
か
ら
く
り
⼈
形
や
提
灯
を

有
す
る
華
や
か
な
⾞
⼭
が
町

を
巡
⾏
す
る
姿
は
豪
華
絢
爛

⽊
曽
川
を
背
に
そ
び
え
る
国
宝

⽝
⼭
城
。
江
⼾
時
代
の
儒
者
で

あ
る
荻
⽣
徂
徠
は
そ
の
美
し
い

光
景
を
例
え
「
⽩
帝
城
」と
命
名

し
ま
し
た
。
そ
の
眼
下
に
は
昔

も
今
も
⽝
⼭
の
中
⼼
地
と
し
て

に
ぎ
わ
う
城
下
町
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
近
世
の
町
⼈
や
武
⼠

た
ち
が
⾏
き
交
っ
た
そ
の
場
所

で
は
、
今
も
残
る
伝
統
的
な
町

家
や
⽊
⼾
跡
、堀
跡
を
は
じ
め
、

⽝
⼭
祭
の
華
や
か
さ
な
ど
か
ら

当
時
の
⼈
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を

体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

江
⼾
と
変
わ
ら
ぬ
⾵
情

国
宝
⽝
⼭
城
は
、
室
町
時
代
の

天
⽂
6
年
に
建
て
ら
れ
、現
存

す
る
⽇
本
最
古
の
天
守
を
も
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
最
上
階
か
ら

は
⽝
⼭
城
下
の
古
い
町
並
み
と

広
⼤
な
名
勝
⽊
曽
川
を
眼
下
に

望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⾞
⼭
に
も
載
せ
ら
れ
る
か
ら

く
り
⼈
形
。
⽝
⼭
市
⽂
化
資

料
館
で
は
、
か
ら
く
り
⼈
形

の
実
演
や
制
作
公
開
を
定
期

的
に
⾏
っ
て
い
ま
す
。
⽇
本

の
伝
統
と
匠
の
技
に
触
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

⽝
⼭
祭
の
⾞
⼭
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岩
村
城
跡
は
⽇
本
三
⼤
⼭
城

と
し
て
有
名
で
す
が
、
城
マ

ニ
ア
が
感
嘆
の
た
め
息
を
も

ら
す
ほ
ど
の
⽯
垣
が
、
当
時

の
⾯
影
を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。

四
百
余
年
の
歴
史
を
持
つ
城

下
町
、
岩
村
町
本
通
り
は
、

エ
リ
ア
毎
に
古
き
良
き
時
代

の
変
遷
を
楽
し
む
こ
と
が
出

来
ま
す
。
ま
た
、
⾃
ら
を
か

え
り
み
ず
、
領
⺠
を
守
っ
た

⼼
優
し
い
「
⼥
城
主
」
の
伝

説
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
“⼥
城

主
の
⾥
”と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

⼥
城
主
の
⾥
「
岩
村
町
」

岩村城下町ひなまつり

約3,500体の雛⼈形が彩る 城下町の
ひなまつりに⾏ってみよう！

▶期間:  毎年３⽉中
▶期間中様々 なイベント

(⼀社)恵那市観光協会岩村⽀部
TEL：0573 ‒43 -3231

⻄
町
ふ
く
ろ
う
商
店
街

岩
村
城
跡

岩
村
城
は
、
戦
国
時
代
、
織
⽥

と
武
⽥
の
境
⽬
に
あ
っ
て
、
両

者
の
間
で
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
城
主
は
め
ま
ぐ
る
し
く

⼊
れ
替
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
江
⼾
諸
藩
の
府
城
の
中

で
最
も
⾼
い
標
⾼
七
⼀
七
ｍ
に

築
か
れ
、
霧
が
湧
き
や
す
い
気

象
か
ら
「
霧
ケ
城
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

江
⼾
時
代
中
期
か
ら
末
期
に
栄

え
た
問
屋
で
、
岩
村
藩
の
財
政

を
⽀
え
、
藩
の
発
展
に
⼤
き
な

貢
献
を
果
た
し
た
岩
村
随
⼀
の

⽊
村
邸

豪
商
で
す
。
⽞
関
や
表
武
者

窓
、
上
段
の
間
、
欄
間
、
茶

室
は
、
江
⼾
時
代
の
町
家
と

し
て
の
様
式
を
⾄
る
所
に
留

め
て
お
り
、
過
去
の
繁
栄
を

偲
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

連
続
テ
レ
ビ
⼩
説
「
半
分
、⻘

い
。
」の
舞
台
と
な
っ
た
商
店

街
で
、五
平
餅
や
カ
ス
テ
ラ
な

ど
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。そ

の
レ
ト
ロ
な
店
構
え
は
い
つ

か
⾒
た
ど
こ
か
懐
か
し
い
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

恵
En

a 那
「
本
物
」に
出
会
う
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川沿いさんぽ

掛川城下を流れる逆川沿いで季節の花々と触れあおう！

今
川
・
徳
川
・
武
⽥
軍
に
よ

る
戦
国
攻
防
の
舞
台
だ
っ
た

「
掛
川
城
」
。そ
の
後
、全
国

統
⼀
を
果
た
し
た
豊
⾂
秀
吉

に
よ
り
掛
川
に
置
か
れ
た
⼭

内
⼀
豊
は
、
安
⼟
桃
⼭
⽂
化

の
流
れ
を
く
む
掛
川
城
天
守

を
築
き
ま
し
た
。天
守
は
、安

政
の
⼤
地
震
に
よ
り
倒
壊
し

た
も
の
の
、
四
百
年
の
時
を

超
え
、
⽇
本
最
初
の
⽊
造
本

格
復
元
に
よ
り
再
建
さ
れ
ま

し
た
。「
掛
川
城
」と
東
海
道

五
⼗
三
次
「
掛
川
宿
」
の
趣

が
残
る
城
下
町
で
す
。

城
街
道
と
お
茶
の
ま
ち
掛
川

⼿
織
葛
布
産
業

⾦
治
郎
の
総
本
⼭

掛
川
城
天
守

伴
っ
て
⼊
城
し
た
⼭
内
⼀
豊

で
す
。⼤
地
震
で
倒
壊
し
、取

り
壊
さ
れ
た
も
の
の
、
平
成

６
年
に
⾒
事
に
復
元
さ
れ
て

い
ま
す
。
⽩
漆
喰
の
真
っ
⽩

な
外
観
と
⿊
塗
り
の
廻
縁・

⾼
欄
の
優
雅
な
出
で
⽴
ち
か

ら
「
東
海
の
名
城
」
と
謳
わ

れ
て
い
ま
す
。

掛
川
城
に
天
守
を
築
い
た
の

は
、
天
正
18
年
に
徳
川
家
康

が
関
東
に
移
封
し
た
こ
と
に

葛
布
と
は
、
⼭
野
に
⾃
⽣
す
る

葛
の
繊
維
を
織
り
上
げ
た
布
で

す
。
掛
川
の
葛
布
は
、職
⼈
の
⼿

織
り
に
よ
り
絹
や
⿇
に
な
い
や

さ
し
く
落
ち
着
き
の
あ
る
優
雅

な
光
沢
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

▶無料
▶掛川桜３⽉上旬〜中旬
▶ユリ ６⽉上旬〜下旬

掛川市役所
観光・シティプロモーション課
TEL：0537‒21 -1121

逆川

⼤
⽇
本
報
徳
社
は
報
徳
運
動

の
元
祖
、
⼆
宮
⾦
次
郎
の
教
え

を
実
践
す
る
組
織
の
本
社
と
し

て
明
治
36
年
に
建
⽴
さ
れ
ま
し

た
。
道
徳
⾨
、
経
済
⾨
と
刻
ま

れ
て
い
る
正
⾨
は
道
徳
と
経
済

の
調
和
が
と
れ
た
社
会
づ
く
り

を
⽬
指
す
報
徳
の
教
え
を
象
徴

し
て
い
ま
す
。

掛
Ka

ke
ga
w
a

川
「
本
物
」に
出
会
う
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関
は
古
代
か
ら
交
通
の
要
衝

で
あ
り
、
古
代
三
関
の
⼀
つ

「
鈴
⿅
関
」
が
置
か
れ
た
場

所
で
す
。江
⼾
時
代
に
は
、東

海
道
53
次
の
江
⼾
か
ら
数
え

て
47
番
⽬
の
宿
場
と
し
て
参

勤
交
代
や
伊
勢
参
り
の
⼈
々

な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

現
在
、
旧
東
海
道
の
宿
場
町

の
ほ
と
ん
ど
が
旧
態
を
留
め

な
い
中
、
江
⼾
時
代
後
期
か

ら
明
治
時
代
に
か
け
て
建
て

ら
れ
た
町
家
が
⼆
百
軒
余
り
、

今
も
現
存
し
て
い
ま
す
。

旧
東
海
道
の
宿
場
町
関
宿

キャンドル作り体験

⼤⼈から⼦どもまで楽しめる
キャンドルつくりにチャレンジ！

▶有料
▶平⽇は予約制 関宿体験⼯房彩花⾥

TEL：090‒7307 ‒0318

関
の
⼭
⾞

台
⾞
の
上
部
が
回
転
す
る

「
舞
台
回
し
」
と
い
う
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。
関
の
⼭

⾞
会
館
で
は
夏
ま
つ
り
に
使

⽤
さ
れ
る
⼭
⾞
が
展
⽰
さ
れ

て
い
ま
す
。

旧
⻲
⼭
城
多
聞
櫓

⻲
⼭
城
は
、
天
正
18
年
岡
本
良

勝
が
城
主
と
な
り
築
か
れ
た
城

で
す
。
中
で
も
多
聞
櫓
は
県
下

で
唯
⼀
現
存
す
る
城
郭
建
築
物

で
す
。
歌
川
広
重
の
浮
世
絵
を

は
じ
め
、
シ
ー
ボ
ル
ト
等
の
紀

⾏
⽂
に
も
⻲
⼭
城
の
美
し
い
姿

が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
宿
旅
籠
⽟
屋
歴
史
資
料
館

で
は
、
江
⼾
時
代
の
貴
重
な

旅
籠
建
築
を
修
復
し
、
旅
籠

で
使
わ
れ
て
い
た
道
具
や
歴

史
資
料
が
展
⽰
し
て
あ
り
ま

す
。
関
宿
の
歴
史
的
な
町
並

み
と
と
も
に
皆
さ
ん
を
江
⼾

の
宿
場
の
世
界
へ
誘
い
ま
す
。

関
宿
の
旅
籠

http://akari.mystrikingly.com/

⻲
Ka

m
ey
am

a

⼭
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

横
幕
や
提
灯
な
ど
を
豪
華
に

飾
り
付
け
て
華
美
を
競
い
合

い
、笛
太
⿎
を
奏
で
な
が
ら
、

街
道
を
巡
⾏
し
ま
し
た
。
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藤
堂
⽒
に
よって上
野
城
跡

を
中
⼼
に
計
画
的
な
町
割
り

を
持
つ
城
下
町
が
形
成
さ
れ

ま
し
た
。
上
野
城
に
は
城
代

が
置
か
れ
伊
賀
を
統
治
し
、

城
下
町
は
、
⼤
和
街
道
や
伊

賀
街
道
と
い
っ
た
街
道
を
介

し
て
宿
場
町
と
つ
な
が
り
、

商
業
が
栄
え
ま
し
た
。
明
治

以
降
も
上
野
は
、
⾏
政
や
経

済
の
中
⼼
地
と
し
て
繁
栄
し
、

江
⼾
期
か
ら
近
現
代
を
象
徴

す
る
建
造
物
が
各
所
に
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

城
下
町
の
歴
史
的
建
造
物

旧
崇
広
堂

江
⼾
時
代
、
伊
賀・⼤
和・⼭

城
の
領
地
に
武
⼠
の
⼦
ど
も

た
ち
を
教
育
す
る
た
め
に
建

て
ら
れ
た
学
校
。
⾚
⾨
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

嘉
永
７
年
の
⼤
震
災
で
被
害

を
受
け
た
も
の
の
、
い
ち
早

く
復
興
し
、講
堂
や
有
恒
寮
、

⾨
な
ど
は
今
も
当
時
の
藩
校

の
様
⼦
を
伝
え
て
い
ま
す
。

旧
⼩
⽥
⼩
学
校
本
館

明
治
14
年
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、
現
存
す
る
⼩
学
校
校

舎
と
し
て
は
県
内
最
古
の
歴

史
を
誇
り
ま
す
。
⽞
関
⼊
⼝

の
上
部
に
は
、
⻯
の
彫
刻
が

は
め
こ
ま
れ
て
お
り
、
創
建

当
時
の
ギ
ヤ
マ
ン
の
⾊
ガ
ラ

ス
も
数
枚
残
っ
て
い
ま
す
。

俳
句
を
芸
術
と
し
て
確
⽴
さ

せ
た
俳
聖
松
尾
芭
蕉
。そ
の

⽣
誕
三
百
年
を
記
念
し
て
、

昭
和
17
年
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、
そ
の
形
は
芭
蕉
の
旅

姿
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
殿

内
に
は
伊
賀
焼
の
芭
蕉
座
像

が
安
置
さ
れ
、
年
に
⼀
度
の

芭
蕉
祭
で
公
開
さ
れ
ま
す
。

俳
聖
殿

忍者⾐装体験

伊賀流忍者博物館で、忍者を学び、
忍者⾐装を⾝につけ城下を歩いてみよう！

▶有料
⼀般社団法⼈ 伊賀上野観光協会
TEL：0595 ‒26 -7788
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平安装束の試着体験

寝殿造の建物で本格的な⼗⼆単を
着て平安貴族の気分を味わおう！

▶⽉曜（祝⽇の場合は翌平⽇）、年末年始は定休
▶有料
▶予約制

天
皇
に
代
わ
り
伊
勢
神
宮
の

天
照
⼤
神
に
仕
え
た
未
婚
の
皇

族
⼥
性
、
斎
王
。
制
度
が
続
い

た
⾶
⿃
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代

ま
で
の
間
、
都
か
ら
伊
勢
へ
旅

⽴
っ
た
斎
王
は
、
六
⼗
⼈
あ
ま

り
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊

勢
に
来
た
斎
王
た
ち
が
⽇
常
を

過
ご
し
た
の
が
、
斎
王
の
み
や

こ
斎
宮
で
す
。

⽵
の
都
と
も
評
さ
れ
た
美
し
い

都
は
、
⼟
の
中
に
埋
も
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
斎
宮
で
は
今

も
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
そ
の
解

明
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
復

元
さ
れ
た
「
さ
い
く
う
平
安
の

杜
」
で
は
、
そ
の
蘇
っ
た
姿
を

⾒
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
に
蘇
る
平
安
絵
巻

広
⼤
な
斎
宮
跡
に
広
が
る
花
園

で
は
、
菜
の
花
や
ヒ
マ
ワ
リ
、

ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、あ
じ
さ
い
、

コ
ス
モ
ス
な
ど
季
節
の
花
々
が

楽
し
め
ま
す
。

季
節
の
花

斎
王
べ
ん
と
う

斎
宮
歴
史
博
物
館

斎
宮
を
め
ぐ
る
歴
史
や
⽂
学
、

斎
宮
跡
の
発
掘
調
査
の
成
果
が

資
料
や
模
型
、
映
像
で
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

平
安
の
⾷
⽂
化
を
再
現
し
た
お

弁
当
で
す
。
伊
勢
湾
で
捕
れ
た

季
節
の
⿂
や
地
元
の
新
鮮
な
野

菜
な
ど
こ
だ
わ
り
の
⾷
材
を
使

⽤
し
て
い
ま
す
。

いつきのみや歴史体験館
TEL：0596 ー 52 ー 3890

国
指
定
史
跡
斎
宮
跡
の
⼀
⾓
に

建
つ
全
国
で
も
数
少
な
い
遺
跡

博
物
館
で
す
。
伊
勢
神
宮
に
仕

え
た
皇
⼥
・
斎
王
と
そ
の
居
所

明
M
ei
w
a 和

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
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下⽥観光まち歩きガイド

下⽥の魅⼒をたくさん知っている
ガイドさんと⼀緒にまちを歩こう！

▶３コース
▶完全予約制
▶年中実施

潮
⾵
薫
る
レ
ト
ロ
な
湊
町

豊
⾂
秀
吉
の
⼩
⽥
原
征
伐
の
際
、

北
条
⽒
の
海
上
に
お
け
る
最
終

防
衛
と
さ
れ
た
下
⽥
城
址
が
現

在
の
下
⽥
公
園
で
す
。
展
望
台

か
ら
は
紫
陽
花
の
向
こ
う
に
広

が
る
雄
⼤
な
太
平
洋
と
レ
ト
ロ

な
市
街
地
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

下
⽥
公
園

了
仙
寺

下⽥市観光協会
TEL：0558−22−1531 

下
Sh

im
od
a

⽥
⽇
本
を
再
発
⾒
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下
⽥
周
辺
は
、
古
く
か
ら
⾵

待
ち
港
と
し
て
多
く
の
船
が

寄
港
し
、
漁
業
や
商
業
で
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
伊
⾖
⽯

の
切
出
し
と
各
地
へ
の
輸
送

は
、
江
⼾
末
期
か
ら
近
代
に

か
け
て
の
主
要
産
業
の
ひ
と

つ
で
、
伊
⾖
⽯
で
造
ら
れ
た

建
物
は
今
も
⾒
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ペ
リ
ー
提
督
が
褒

め
た
た
え
た
、
下
⽥
の
⾃
然

と
⼈
と
が
織
り
な
す
景
観
の

な
か
に
、
開
国
の
歴
史
な
ど
、

往
時
の
⾯
影
が
漂
い
ま
す
。

幕
末
、
⿊
船
に
よ
り
来
航
し

た
ペ
リ
ー
提
督
⼀
⾏
が
了
仙

寺
へ
向
け
て
⾏
進
し
た
道
で

す
。
平
滑
川
に
沿
っ
て
続
く

⽯
畳
の
道
に
は
伊
⾖
⽯
や
な

ま
こ
壁
の
家
並
み
、
柳
並
⽊

が
独
特
の
⾵
情
を
醸
し
出
し

て
い
ま
す
。

ペ
リ
ー
提
督
を
は
じ
め
と
す
る

⽶
国
使
節
の
接
待
所
兼
徳
川
幕

府
と
の
交
渉
場
所
と
な
り
、
⽇

⽶
和
親
条
約
付
録
下
⽥
条
約
が

締
結
さ
れ
た
場
で
す
。
敷
地
内

に
は
⿊
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ

り
、
⿊
船
・
開
国
の
実
物
資
料

を
⾒
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



富
⼠
・
箱
根
・
伊
⾖
の
⽞
関
⼝

に
位
置
し
、
源
頼
朝
ゆ
か
り
の

伊
⾖
国
⼀
宮
で
あ
る
三
嶋
⼤
社

の
⾨
前
町
や
東
海
道
の
宿
場
町

と
し
て
賑
わ
い
を
み
せ
て
き
た

ま
ち
で
す
。
ま
ち
な
か
に
は
、

富
⼠
⼭
か
ら
の
湧
⽔
が
せ
せ
ら

ぎ
、
皇
室
ゆ
か
り
の
楽
寿
園
を

中
⼼
に
緑
が
溢
れ
、
夏
に
は
三

嶋
⼤
祭
り
の
し
ゃ
ぎ
り
の
⾳
が

響
き
渡
り
ま
す
。
箱
根
旧
街
道

ま
で
⾜
を
延
ば
す
と
、
中
世
の

⼭
城
で
あ
る
⼭
中
城
跡
や
往
時

の
旅
⼈
の
⾜
跡
が
感
じ
ら
れ
る

⽯
畳
を
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
、

当
時
の
⽂
化
や
⾵
情
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

せせらぎと祭りと歴史が薫るまち

せせらぎ散歩

まちなかを流れる富⼠⼭の湧⽔を肌で
感じながら、⽔辺を歩いてみよう！

▶⼀年中

三島市商⼯観光課
TEL：055 ー 983 ー 2655

三
嶋
⼤
社

古
く
か
ら
伊
⾖
国
⼀
宮
と
し
て

栄
え
、
源
頼
朝
が
源
⽒
再
興
を

祈
願
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
春
に
な
る
と
境
内
に

あ
る
⼗
五
種
⼆
百
本
の
桜
が

次
々
と
咲
き
誇
り
ま
す
。

楽
寿
園

⼩
松
宮
彰
仁
親
王
の
別
邸
と
し

て
造
営
さ
れ
た
「
楽
寿
館
」の
⽬

前
に
広
が
る
⽇
本
庭
園
。
三
島

駅
の
す
ぐ
南
に
位
置
し
、
市
⽴

公
園
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物

お
よ
び
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
溶
岩
の
隙
間
を
流
れ
て

⼭
中
城
跡源兵衛川

＃三嶋⼤祭り

戦
国
時
代
に
⼩
⽥
原
城
を
守
る

城
と
し
て
、
北
条
⽒
康
に
よ
り

築
城
さ
れ
た
⼭
城
。「
障
⼦
堀
」

と
呼
ば
れ
る
特
徴
的
な
堀
は
ま

る
で
ワッフルの
よ
う
。史
跡
公

園
で
は
季
節
の
花
々
が
楽
し
め

ま
す
。

三

M
is
hi
m
a

島
⽇
本
を
再
発
⾒

き
た
富
⼠
⼭
の
雪
解
け
⽔
の
湧

出
や
三
島
溶
岩
流
の
末
端
の
地

形
を
体
感
で
き
る
ジ
オ
サ
イ
ト

と
し
て
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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世
界
遺
産
を
守
り
伝
え
る
ま
ち

韮⼭反射炉ガイド

ガイドさんの説明を聞いて韮⼭反射炉の歴史的価値を知ろう！

▶無料
▶完全予約制
▶所要時間２０分

伊⾖の国市 ⽂化財課
TEL：055−948−1428

２
つ
の
世
界
遺
産

韮
⼭
反
射
炉
の
向
か
い
に
あ
る

茶
畑
の
展
望
台
か
ら
は
、
富
⼠

⼭
と
韮
⼭
反
射
炉
、
⼆
つ
の
世

界
遺
産
を
⼀
度
に
眺
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

源
頼
朝
の
旗
揚
げ
や
北
条

早
雲
の
堀
越
御
所
襲
撃
な
ど
、

⽇
本
中
世
史
の
転
換
と
な
る

出
来
事
が
こ
の
地
で
起
こ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
江
⼾
時
代

の
鎖
国
末
期
、
江
川
英
⿓
は

幕
府
に
海
防
政
策
を
建
議
し
、

品
川
台
場
の
建
造
や
、
韮
⼭

反
射
炉
の
築
造
な
ど
に
尽
⼒

し
ま
し
た
。
英
⿓
の
功
績
の

⼀
つ
で
あ
る
韮
⼭
反
射
炉
は
、

「
明
治
⽇
本
の
産
業
⾰
命
遺

産
、製
鉄
・製
鋼
、造
船
、⽯

炭
産
業
」
の
構
成
資
産
と
し

て
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
韮
⼭
反
射
炉
を
は

じ
め
、市
内
の
歴
史
遺
産
は
、

歴
史
の
息
吹
と
と
も
に
、
市

⺠
が
守
り
伝
え
て
い
ま
す
。

江
川
邸

幕
末
の
万
能
⼈
と
謂
わ
れ
た

江
川
英
⿓
の
居
宅
。

主
屋
と
書
院
・
東
蔵
・
鎮
守

社
・
⾨
な
ど
か
ら
な
り
、
特

に
主
屋
は
築
四
百
年
以
上
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に

も
敷
地
内
に
は
、
江
川
家
が

祀
ら
れ
て
い
る
社
が
複
数
存

在
し
て
い
ま
す
。

史
跡
北
条
⽒
邸
跡
は
鎌
倉
幕
府

の
執
権
北
条
⽒
ゆ
か
り
の
地
で

す
。
初
代
将
軍
頼
朝
の
義
弟
で

あ
る
北
条
義
時
は
第
2
代
執
権

で
あ
り
、
⼆
〇
⼆
⼆
年
⼤
河
ド

ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
⼈
」
の
主

⼈
公
と
し
て
放
送
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
て
い
ま
す
。

北
条
の
⾥

伊⾖
nokuni

の国Iz
u

⽇本を再発⾒
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中部歴まちオンライン情報

中部地⽅整備局webサイト
歴史まちづくり法の概要や歴史
まちづくり認定都市の取り組み等
について掲載しているほか、
各都市の観光情報も掲載しています。

⽇本まんなか歴まち協議会 公式Instagram
@cbrekimachi_official

歴史まちづくりに取り組む都市の魅⼒やイベント情報などを写真等で紹介
しています。

⽇本まんなか歴まち協議会 公式Facebook
Instagram Facebook

歴史まちづくりカード（歴まちカード）

歴まち認定都市の象徴的な⾵景写真や歴史まちづくり情報を紹介するカード型
パンフレットであり、歴史まちづくりに取り組む都市の魅⼒を発信するため、
中部地⽅整備局と認定都市が連携し、平成29年10⽉に全国で初めて発⾏しました。
現在では、関東甲信地⽅や近畿地⽅、九州地⽅でも発⾏しています。

中部地⽅の歴まちカード配布情報はこちら
https://www.cbr.mlit.go.jp/kensei/rekimachicard/

発 ⾏：⽇本まんなか歴まち協議会 2019年10⽉発⾏ 2021年3⽉改訂
事務局：国⼟交通省中部地⽅整備局建政部計画管理課 TEL.052-953-8571

周 遊 b o o k データ版

歴まち周遊book Webサイト
歴まち周遊bookのデータ版がダウンロードできます。
配布場所の情報についても掲載しています。




